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６．雲仙プラン１００発表シンポジウム及び住民発表会 

 

島原半島を舞台に地域の 23年後の将来ビジョンやそのための行動計画についてとりまとめた

「雲仙プラン１００」や策定過程における取り組み等を対外的にアピールし、雲仙地域内外の

交流や横の連携、多様な主体・市民参加型の国立公園づくりやまちづくり、地域振興に向けた

検討の機運を高めることを目的として、「雲仙プラン１００発表シンポジウム」を開催した。 

シンポジウムでは、「雲仙プラン１００」をはじめ、本業務の成果を、実際に国立公園づく

りや地域づくりに関わる住民をはじめとした地域の人たちにわかりやすく提示し、今後の雲仙

地域の目指すビジョンなどを共有し、自ら主体的にやる気を持って取り組んでいただくために

雲仙プラン１００の概要発表を行ったほか、各地域の取り組み発表や情報交換・交流の場とし

て「島原半島交流ブース展示」を設けるとともに、島原半島や雲仙温泉街や雲仙天草国立公園

雲仙地域に対して多方面からアドバイスや応援メッセージをいただき、最後に「雲仙プラン１

００宣言」を発表し、取り組みの決意を表明した。 

あわせて、雲仙プラン１００プロジェクトで実施した、島原半島の魅力発掘・活用提案コン

テストの結果発表と表彰式、23 年後、雲仙の地域づくりを担うであろう雲仙小学校の生徒によ

る発表を行った。 

来場者アンケートからは、「専門委員の話を聞いて雲仙は景観も温泉も他の温泉地に決して

ひけをとらないこと。雲仙の街が誇りを持って自信回復できると思った。」、「雲の上のスパ

リゾート。今の日本、九州にはない立ち位置を確立できれば素敵だと思います。」、「学生発

表会を通じて、次世代への意識付けと育成の姿勢が素晴しいと思います。」などの感想のほか、

「新組織発足と体制への取り組み」「若い力がよく育っている」との評価が多くみられた。 

また、雲仙プラン１００そのものについて、「燗付けのエコ、一元化と地獄景観の改善を早

期に実現してほしい。」、「白雲の池のカヌーやサイクリング、地熱を利用したアクティビテ

ィーが整備されると滞在期間も増えると思う。」という意見や、「あるもの探しのような体験

参加型活動に参加してみたい。」「ファサード整備やしかけづくりに興味を感じました。今後

の課題として、英語・中国語・韓国語などの基本的な語学の習得も必要だと感じました。」、

「島原半島の魅力を体感できるツアーがあったら是非参加したいです。」「エコタツ、はじめ

ての雲仙さがし、変身！ワークショップ、島原半島の食材を使った料理の勉強会に参加してみ

たいです。」などの参加意向も聞かれた。 

本シンポジウムの開催によって、「雲仙プラン１００」の実現に向けたスタートを切ること

ができたとともに、新聞などでも報道されるなどプランや取り組みを広く周知することができ、

取り組み始めた雲仙・島原半島の応援者や、一緒に取り組みを進めていく協力者などを増やす

ことにつながったといえる。 
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なお、シンポジウム開催に関連して、以下の関連イベント並びに委員会を開催した。関連イ

ベント等の詳細については、関連の章を参照のこと。 

【関連イベント】 

イベント名称 開催日時等 参照 

島原半島・雲仙地域一押しモデルコース

モニターツアー（一押しモニターツアー） 

12 月 10 日 第Ⅲ部 

５．（５）２） 

第６回雲仙プラン１００策定委員会 12 月 11 日 

10：30～12：00 

資料２ 

プロジェクト成果及び取り組み事例ブー

ス展示（島原半島交流ブース） 

12 月 11 日 第Ⅲ部 

５．（５）３） 

島原半島交流大懇親会 シンポジウム終了後 資料６ 

(１) 開催概要 

日時：平成 23 年 12 月 11 日（日） 13：00～17：00 

場所：雲仙メモリアルホール 

主催：雲仙プラン１００策定委員会、九州地方環境事務所 

共催：長崎県、雲仙市、島原市、南島原市、島原半島ジオパーク推進連絡協議会、一般社団法

人島原半島観光連盟、雲仙市観光協議会、社団法人雲仙観光協会、小浜温泉観光協会、

島原温泉観光協会、南島原ひまわり観光協会 

 

告知チラシ 
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プログラム： 

第一部 

●シンポジウム開会 挨拶 

●各種コンテスト表彰式 

●学生発表会 

・雲仙の自然を守るんジャー発表（雲仙市立雲仙小学校） 

・「島原半島の“お宝掘り起こし”保全・活用コンテスト」優秀作品発表 

長崎県立島原高等学校 

慶應義塾大学 

（休憩）半島交流ブース 

第二部 

●雲仙天草国立公園雲仙地域１００周年に向けて 

株式会社梵まちつくり研究所代表 吉田道郎様 

株式会社 JTB コミュニケーションズ九州代表取締役社長 小俣郁雄様 

●「雲仙プラン１００」発表（雲仙プラン１００地域づくり委員会） 

（休憩）半島交流ブース 

●雲仙プラン１００に寄せて 

雲仙市長 奥村慎太郎様 

島原市長 横田修一郎様（メッセージ） 

南島原市長 藤原米幸様（メッセージ） 

長崎県島原振興局長 江口道信様（代読：同管理部長 西貴史様） 

財団法人阿蘇地域振興デザインセンター事務局長 坂元英俊様 

有限会社大渡企画・設計代表取締役 大渡剛弘様 

元環境省長官官房審議官、元財団法人国立公園協会理事長 瀬田信哉様 

●雲仙プラン１００宣言 

●シンポジウム閉会 挨拶 

(２) 開催結果 

１) 参加者 

約 150 名（策定委員会メンバー、事務局スタッフ等を含む） 

  
応援メッセージ等掲載の様子       ブース出展準備の様子 
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２) 当日配布資料 

プログラム 
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Ⅲ-6-6 
 

雲仙プラン１００発表用資料 

 
表紙 

 

 
Ｐ１ 

 
Ｐ２ 

 
Ｐ３ 
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Ｐ４ 

 

 
Ｐ５ 

 
Ｐ５ 

 
Ｐ７ 
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Ｐ８ 

 

 
Ｐ９ 

 
Ｐ10 

 
Ｐ11 
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Ｐ12 

 

 
Ｐ13 

雲仙小学校「子ども観光ガイド」紹介文 
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島原半島交流ブース  

島原半島交流ブース案内図
12/11（日） 12：00～17：00

ミニコンサート
演奏者：中村惣氏

展示：雲仙あるもの探し結果

展示：写メで送ろう！島原半島風景コンテスト応募作品
求む若者のアイデア！島原半島のお宝掘り起こし
保全・活用コンテスト応募作品

展示：南島原市あるもの探し結果

雲仙プラン１００策定委員からのメッセージ

展示：雲仙プラン１００等で

取り組んできたこと

会場入り口
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３) 議事録 

ワーキングメンバーの荒木美智子氏、松尾亜紀氏の進行により、シンポジウムのプログラム

が進められた。シンポジウムの結果をプログラムに沿って以下にまとめる。 

 

◆第一部 開会、あいさつ 

◇主催者挨拶 

開会にあたり、主催者、また地元雲仙を代表して以下２名より挨拶が行われた。 

 

【環境省九州地方環境事務所 統括自然保護企画官 後藤乙夫氏】 

今朝、山に霧氷がついている様子が見えた。温泉、観光など魅力的な雲仙の国立公園をもっ

と多くの人に知ってもらいたい、そのために本日発表する「雲仙プラン１００」を検討してき

た。プラン１００は、皆で考え皆で行動し、皆で支え合うと

いうコンセプトだが、これまで考えてきたことを、今後、皆

で行動し、皆で支え合って進めていくものである。 

本日のシンポジウムでは、プラン１００スタートのきっか

けとして、コンテストの表彰や関係者からの応援メッセージ

をいただくことを予定しているため、最後まで、よろしくお

願いしたい。 

 

【社団法人雲仙観光協会 会長 石田直生氏】 

日頃より地域の若いワーキンググループメンバーが、雲仙温泉の

あり方について色々と悩み、その回答がやっと見つかったといえる。

あらゆる内容を盛り込んだ、大変すばらしいものが出来たと思って

いる。いよいよ、それをいかに実行に移していくかという段階に入

った。あわせて、「雲仙プラン１００地域づくり委員会」という大

変すばらしい組織ができた事に大いに期待する所である。 

あわせて、雲仙プラン１００のいろいろな事業に対して、島原半島観光連盟などと連携でき

る部分は連携し、雲仙プラン１００による雲仙地域、島原半島の活性化を目指していただきた

い。 

これからは国立公園100周年に向けて、雲仙温泉の魅力を活かした地域づくりが必要であり、

雲仙プラン１００地域づくり委員会が雲仙の地域の皆さんと一緒に、大いに活躍されることを、

観光協会としても応援していきたいと思っている。なお本日ご出席の皆さまにもぜひ実行委員

としてご参加いただき、雲仙地域、島原半島の活性化にご尽力いただけることを願っている。 

今後も皆様のご支援ご理解のもと、皆様の期待をいただきながら、委員会のメンバーには大

いに頑張っていただきたい。 
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◇写メコンテスト、学生版コンテスト表彰式 

雲仙プラン１００プロジェクトで実施したコンテストの受賞者に表彰状と、受賞作品として雲

仙・島原半島の特産品が授与された。 

受賞者は当日配布のプログラムに掲載のとおり。 

 

コンテストの表彰状              コンテストの賞品 

 

 

 

 

 

内容 備考 

雲仙市 雲仙旅の麦酒カレーセット ５千円相当 

anフィ・チュールセット ３千円相当 

雲仙茶セット 〃 

雲仙ハイカラセット 〃 

島原市 まが玉干支徳利 ５千円相当 

島原市特産品創出事業で“こらうま

かたい賞”を受賞した商品の詰め合

わせ（珈琲、豚角煮カレー、黒ごま

ひじき麺） 

３千円相当 

南島原市 七福セット（養々麺、黒ごま麺のセ

ット） 

５千円相当 

手延べ麺セット ３千円相当 

大地の恵みセット（合鴨米と合鴨焼

酎等の詰め合わせ） 

〃 

島原半島

ジオパー

ク国際ユ

ネスコ大

会事務局 

島原半島ジオパークの「立体模型地

図」、ジーオ君マスコット、ウィン

ドブレーカーなどのセット 

５千円相当 

 グッとくるもの（湯せんぺい食べ比

べセット） 

 

 

 

◇雲仙の自然を守るんジャーの発表 

23 年後、雲仙の地域づくりを担うであろう雲仙の若者を代表して、「雲仙の自然を守るんジャー」

に扮した雲仙小学校の生徒たちにより、雲仙の植物、野鳥、山など季節に応じた自然環境資源の見

どころ、食や雲仙温泉の特徴や温泉入浴のポイント、地獄の説明など、クイズやお芝居などを織り

交ぜた発表が行われた。 
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◇「島原半島の“お宝掘り起こし”保全・活用コンテスト」発表 

コンテストで優秀賞を受賞した、長崎県立島原高等学校理数科の生徒による「おらが町のジオパ

ーク」、慶応義塾大学の生徒による「TEEN project」、さらに同じく慶応義塾大学の生徒によるコ

ンテスト応募作品「うみのみち」の発表が行われた。 

 

《半島の魅力体感コースマップ部門 優秀賞》 

「おらが町のジオパーク」 長崎県立島原高等学校理数科 

・地元の高校生が、地元のことを調べて、見どころをまと

めた作品。観光客などが公共交通を使って移動する際の

手段や最寄り駅やバス停なども調べて、提案を行った。 

 

 

 

～発表資料～ 

おらが町のジオパークマップ

島原高校理数科 8期生

代表：永田 英之

Ｐ１ 

◎はじめに

私たち島原高校理数科8期生は、昨年度
「おらが町のジオパークを探せ」と題して、
生徒一人一人が、自分の家の周りなどの
身近にあるジオサイトを調査しました。

これまであまり注目されてこなかった、

いわゆる「掘り出し物」のジオサイトばかりです。
今回、その一部を、1日で回れるコースとして
九つにまとめて紹介します。

Ｐ２ 
 

コース図

Ｐ３ 

①尾茂浜－阿蘇火山の軽石－

場所：雲仙市国見町土黒尾茂海岸
交通手段：〈鉄道〉多以良町駅から徒歩20分

：〈バス〉尾茂浜バス停下車

トイレ：尾茂浜バス停横の公衆トイレ
駐車場：尾茂浜バス停に五台ほど停められる
地質時代：9万年前の阿蘇火砕流

〈見所〉
・ 9万年前の阿蘇火砕流からなる
大小さまざまな軽石が海岸一面に
多く見られる。
・海岸の砂浜では砂鉄や軽石などを
たくさん拾うことができる。

〈地学的な説明〉
・9万年前の阿蘇火砕流の軽石が見られる。
・砂浜の砂鉄は火山岩に含まれる磁鉄鉱
という鉱物が風化し、川の水で運ばれ
一か所に集まっている。
・この砂鉄を使用して、かつては製鉄が
行われていた

〈写真説明〉

・比較的大きな石が多く、全体的に黒っぽい海岸。

・9万年前の阿蘇火砕流の軽石が見られる。

Ｐ４ 
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②大野原遺跡
場所：島原市有明町大三東戊1382
交通手段：〈鉄道〉大三東駅から徒歩11分

〈バス〉有明庁舎前バス停から徒歩 5分

トイレ：グリーンウェーブの中

駐車場：グリーンウェーブの駐車場
地質時代：新期雲仙火山 15万年前～現在

〈見所〉
・島原市を代表する縄文時代後期～晩期

の遺跡。
・土器製作にかかわると考えられる遺構や
大量の土器が発見されている。

〈地学的な説明〉
・中期雲仙火山（30万年前～15万年前）の
上に新期雲仙火山の火山灰がのっている。
・粘土は約7万年前の風化土。
・この地層から採取された粘土は小学校の
粘土細工の教材にも使用されていた。

〈写真説明〉
・粘土地層の地質標本。

Ｐ５ 

③百花台断層
場所：雲仙市国見町
交通手段：〈鉄道〉島鉄湯江駅から島鉄バスに乗り換え

〈バス〉畜産試験場前バス停から徒歩30分

トイレ：百花台公園内の公衆トイレ
駐車場：百花台公園駐車場
地質時代：中期雲仙火山 30万年前～15万年前

〈見所〉
・緩やかな斜面が
断層のところで平らになっている。

〈地学的な説明〉
・中期雲仙火山の緩やかな火山麓扇状地が
山側に向かって沈んでいる。
・200～300メートル程度の短い断層である。
・百花台公園第二駐車場の近くで見られる。

古期 ５０～３０万年前

〈写真説明〉
・左の写真ではピンク色の木の下の
右のところが沈んでいる。
・右の写真では点線を境にして
平坦な道から坂になっている。

Ｐ６ 

④出の川の採石場－火山角礫岩－
場所：島原市出の川町
交通手段：〈鉄道〉三会駅から徒歩30分

〈バス〉三会駅前から徒歩30分

トイレ：あり
駐車場：あり
地質時代：中期雲仙火山 30万年前～15万年前

〈見所〉
・中期雲仙火山の火山角礫岩と
溶岩流の関係が見られる。

〈地学的な説明〉
・中期雲仙火山の火山角礫岩と
溶岩流の境目を見ることができる。
・中期雲仙火山の、爆発的噴火から

溶岩流に至る様子がわかる。
〈写真説明〉
・下部は中期雲仙火山の火山角礫岩、上部は溶岩流。

溶岩流溶岩流溶岩流溶岩流

中期雲仙火山中期雲仙火山中期雲仙火山中期雲仙火山
のののの

火山角礫岩火山角礫岩火山角礫岩火山角礫岩

Ｐ７ 

⑤眉山崩壊の流れ山
場所：島原市津町付近
交通手段：〈鉄道〉南島原駅から徒歩2分30秒

〈バス〉広馬場交差点バス停より徒歩5分

トイレ：近くに漁協あり
駐車場：なし

地質時代：新期雲仙火山麓扇状地

〈見所〉
・200年前の島原大変の凄さを
目の当たりにできる。

〈地学的な説明〉
・200年前の眉山の山体崩壊（島原
大変）のときの眉山の山体崩壊の
土砂が流れてきて、島を作っている。 〈写真説明〉

・木々が生えている。

Ｐ８ 
 

⑥眉山の山体崩壊の供養塔
場所：島原市安徳町

交通手段：〈鉄道〉なし
〈バス〉北安徳バス停より徒歩3分

トイレ：なし

駐車場：整備はされていないが供養塔のそばに少し広めの場所がある
地質時代：新期雲仙火山 15万年前～現在

〈見所〉
・島原藩によって建てられたものと
農民たちによって建てられたものの
2つの供養塔が存在している。

〈地学的な説明〉
・眉山の山体崩壊（島原大変）と
それに伴う大津波による犠牲者を
弔うために建てられたもので、
三会や田町、布津、南有馬など
各地に慰霊塔が存在する。

〈写真説明〉
・左の写真が、農民たちによって建てられた供養塔で、
「南無阿弥陀仏」と刻まれている。
・右の写真が、島原藩によって建てられた供養塔で、
左の写真の供養塔よりも大きく、小高いところにある。
・右の写真の供養塔は良質な安山岩でできている。
・各地にある供養塔には、右の写真の供養塔と
同形のものが多く存在する。

Ｐ９ 

⑦深江のすくい漁法
場所：南島原市深江町丁付近
交通手段：〈鉄道〉なし

〈バス〉深江市場下で降りる

トイレ：なし
駐車場：なし
地質時代：新期雲仙火山 15万年前～現在

〈見所〉
・潮の干満の差が大きい海なら
ではのすくい漁法が見れる。

〈地学的な説明〉
・すくい漁法とは、潮の干満の差が大きい
海に半月状に石を組み、潮が引くときに
逃げ遅れた魚をとる漁法。
・ここで使用されている石は、30～50セン
チメートルくらいの雲仙火山のデイサイト。
・昭和20年ごろまで使われていた。

〈写真説明〉
・左の写真は全体を写したものである。
・右の写真は石組みの一部を写したものである。

Ｐ10 
 

⑧戸ノ隅の滝
場所：南島原市西有家町長野高貝野
交通手段：〈鉄道〉なし

〈バス〉長野バス停から徒歩 30分

トイレ：あり
駐車場：あり

地質時代：古期雲仙火山 50万年前～30万年前

〈見所〉
・落差15～20メートル、幅約5メートル
あり、水量、渓谷ともに島原半島一を

誇るといわれている。
・水中にはサワガニなども見られる。
・滝までは長い階段が続く。

〈地学的な説明〉
・約50万年前の塔の坂溶岩という
硬い岩石が侵食に強いために滝を
作っている。
・雲仙の地獄から流れてくる酸性の
水の影響で岩石が赤く染まっている。

〈写真説明〉
・滝つぼ一帯には、ひんやりとした空気が漂い、
他との温度の差が大きい。

Ｐ11 

⑨島原半島の誕生の火山跡
場所：南島原市南有馬町向小屋
交通手段：〈鉄道〉なし

〈バス〉向小屋バス停で降りる

トイレ：なし
駐車場：防波堤の前に停められる
地質時代：初期雲仙火山 380年前

〈見所〉
・島原半島が誕生した

頃の火山の跡を見る
ことができる。

〈地学的な説明〉
・380万年前に噴火した初期雲仙火山。
・写真の岩は、火山灰でできている。
・この火山は島原半島が誕生した頃の
火山で、熊本県の大矢野島に見られる
火山と同じ頃のものである。

〈写真説明〉
・左の写真は海岸沿いのがけの写真である。
・右の写真の矢印のあたりに噴火口の跡がある。
・右の写真では、溶岩などが表面の割れ目に沿って
流れ出し、噴火が進んでいっていたと思われる。

Ｐ12 

 

 



Ⅲ-6-15 
 

《元気なふるさと保全・活用部門 優秀賞》 

「TEEN project」 慶応義塾大学 

・今後の島原を担う地元の若い力に焦点をあてて、提案を行っ

た。 

 

 

～発表資料～ 

Ｐ１ Ｐ２ 

Ｐ３ Ｐ４ 

Ｐ５ Ｐ６ 

Ｐ７ Ｐ８ 



Ⅲ-6-16 
 

《元気なふるさと保全・活用部門 応募作品》 

「うみのみち」 慶応義塾大学 

・海に囲まれた半島をうみのみちで魅力アップするための提案を行った。 

 

 

 

～発表資料～ 

Ｐ１ Ｐ２ 

Ｐ３ Ｐ４ 

Ｐ５ Ｐ６ 

Ｐ７ Ｐ８ 
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◆第二部 

◇雲仙天草国立公園雲仙地域１００周年に向けて 

今回の雲仙プラン１００の策定に専門家の立場として参画いただいた吉田委員、小俣委員より、

メッセージをいただいた。 

 

【株式会社梵まちつくり研究所 代表 吉田道郎氏】 

専門分野として、仕事で温泉地の仕事に係る事が多いため、

日本国内の温泉地での事例を少し紹介し、雲仙プラン１００

のアクション開始に向けて、新たに立ち上がった地域づくり

の委員会メンバーにも参考にしていただければと思う。 

表題の「トレッキングスパリゾート」に関連して、余談と

なるが、ベルギーに「スパ」という温泉が湧いている街があり、先週 10 日ぐらい前にその街に

行った。街の一番中心には源泉が湧く建物があり、街中には立派な昔の浴場施設をはじめ、使

われなくなった古い施設や新しい施設もあり歩いてまわれるようなつくりになっていることか

ら、トレッキングスパリゾートというのは、この街になるかもしれないなと思った。こういう

街がある事を知っておいてもらえたらいいかなと思う。 

続いて、十数年前になるが、熊本県小国町の杖立温泉でも、

これから地域をどうしていこうかと若手が集まり話合いをず

っとやってきて、雲仙と同じようにプランを作って報告した

りもした。その後どのような活動をしていこうかということ

で、「背戸屋」という商店街の路地裏のことをやって発表し

ていこうと言う事にテーマを絞ってやっている。若者が集ま

りやすい組織もできており、I ターン者なども参加している。

そういった取り組みをして、道草のご案内とか街並みガイドなども行っている。 

つぎに、日本海側の城崎温泉についてだが、カニの美味しい地域で、お客はほぼ横ばい。こ

の地域のリーダーが言っていたが、これからの城崎温泉を持続的に発展させていくためには、

地元の若い子が新しい商売をチャレンジが出来る場所を用意しなければならない、ということ。 

神社の前の広場の奥の方にチャレンジショップがあり、地元の若い子が入り新しい商売にチャ

レンジし、成功すれば街の中に店を出せるというインキュベーションシステムがある。こうゆ

うものを、これからも地域の力を育てていく仕組みとして続けていくということである。ここ

も、合併する前に町づくりの計画書をつくったが、これを基に今後のことを話し合ってきた。 

つぎに、群馬県の水上温泉だが、この地域は昭和６年の上越

線開通とともに観光化されてきた。まちづくりの先進的なこと

を商店街で始めようとした時に、街の方で県が指揮をとり、運

営体制も含めまちづくり拠点となる場所から作りあげた。水上

温泉の水上の駅前で、JR 東日本が SL に力を入れているが、駅

前がこれでもかとゆうぐらい看板があったりで、これを治して

いこうという活動を始め、地元の若い人が集まって調査をした。
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また、古い民家があるのだが、あまり活用されていなかったため、中を掃除し、現在は会議の

場所に使っていいということで、新しい拠点づくりができた。 

つぎに、優秀な温泉地といわれる草津温泉だが、地元の

人は危機感を持っていて、町の力を高めていく取組をして

いるようである。これは草津の日帰り入浴施設で、日本に

沢山できた日帰り温泉地のはしりだと思うのだが、これも

中を改装して活用できるようにしている。ここでは、こう

いうハード整備だけでなく、30 人ぐらい集まり検討会を始

め、街並みを少しなおしていくということを今やっている

最中で、再来年ぐらいには外観も変わってくると思われる。 

つぎに熱海だが、ここでは代替わりが進んでいて、市長や民間側の観光協会長も比較的若い

方になり、東京で働いていたが熱海の街づくりがやりたいと言い帰ってきた青年は、観光協会

とともに街歩きツアーなどの活動を行っている。「熱海温泉玉手箱（http://wla.jp/ontama/参

照）」では、さまざまな体験プログラムやまちあるきツアーを用意してお客さんに楽しんでも

らうという取組をしている。九州の別府と同じ仕組みだが、地域の頑張る人を応援するという

取組で、「たった一人から社会が変わる」というキャッチフレーズのもと、毎回色々な頑張れ

る人を捜しながら、それをツアーに仕立て上げていくという仕組みにしている。 

最後に今回、「つながる」というのがキャッチフレーズの一つ

にあり、これを難しい言葉で言うと「社会関係資本」と言うのだ

が、社会資本整備というと、これまでは道路などハードのイメー

ジだが、最近では社会資本を整備するという場合は、新しい社会

資本で社会関係資本などと呼ばれており、ハードよりも町の中の

仕組みだったり、体制だったり、場となったり、そういったもの

を整備していかないと地域はよくならないという考え方。今回立

ち上がる雲仙の地域づくり委員会は、雲仙において新しい社会関係資本ができたということに

なる。これから雲仙プラン１００を実行していくにあたり、整備にともないそれを使っていく

運営体制や人間関係、組織などもきちんと整備をしていかないといけないということを覚えて

おいてほしい。 

 

 

 

【株式会社 JTB コミュニケーションズ九州代表取締役社長 小俣郁雄氏】 

皆さんにとっては、国立公園指定 100 周年を迎える 23 年後は

どうなっているだろうか？想像してみてほしい。雲仙小学校の、

守るんじゃーの子ども達が 33 歳になっているのだろうなとか、

雲仙はどうなっているだろうか、それぞれ皆さんがどうなって

いるか？想像していただけたらと思う。 

この 100 周年にあたっての雲仙プラン１００について、私の

つながる

と

社会関係資本
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100 年の夢という事で考えた事をについて話したいと思う。 

時は 2034 年の 12 月 11 日。広いお湯と硫黄の匂いに、心地よいお湯につかって体と心をほぐ

していく。温泉は格別だなと思いながら入る。雲仙を包む大自然と極上の泉質。昔のままのそ

れが快適という嬉しい気持ちを感じながら、昨日の夜羽田を発ったのが 21 時過ぎ、長崎空港が

24 時間になって着いたのが 23 時前。深夜の便に合わせて 24 時間空港で長崎空港からリムジン

が出ていて雲仙へ小一時間で着く。東京をでてから３時間で雲仙に着く。「いいなぁ」と思い

ながら、いつもの旅館に着くと、コンシェルジュが待っていてくれて「おかえりなさい」と言

う。そういうシチュエーションを思っている。温泉療養ドクター、温泉ドクターに事前に自分

の状況を送っておいて、温泉ドクターが翌朝から自分を診てくれる。美味しい朝食は明日まで

待とうと。先生にあったら「最近どうですか？」と言われ、「いや、徹夜が続いています。昨

日ホテルに着いたのは 11 過ぎ、寝たのは１時近く、お風呂には入りましたが」と。「そうです

か、ではチェックしましょう」と言われ、「運動していますね。でもハードなんですね。」こ

の結果は５日後にお見せしましょう」という感じである。23 年後、日本国民は６日間のチェッ

クが保険ででき、自己負担が 20～30％、そのようなシチュエーションを想像してみた。 

雲仙に６日間滞在する。そこに 20 年前に出来たレンジャー、トレッキングのボランティアの

人達もしくは有料の人達が待っていて、翌日診療が終わってから６日間はトレッキングを楽し

む。トレッキングコーチも 40、50 人と出来ている。今や 2034 年、雲仙を訪れるトレッキング

のお客様は 50 万人を超えている。凄いなぁと。ここの空気、ここの水、ここの緑、山、雲仙に

帰ってきてまた力が出てきた、といった感じで。６日間身体を休める。このように 23 年後はな

っているのではないかと思っている。トレッキングガイドの女性が 30 何歳、先程の雲仙小学校

の子供たちかもしれない。その人達が、「私達は、何十年か前の普賢岳の事が分からないけど

も」という説明をしてくれる。 

今回の雲仙プラン１００が、子供達の世代、これまでが第２世代、第３世代、第４世代とし

て、彼達は第５世代かわからないが、永遠に続いていくと思う。100 のプランができた、まさに

これは私達が行動していくしかない。期限を切ってという話だと思うし、今日から行動してい

くしかないと思っている。 

今、新幹線の影響で鹿児島が 160％、熊本が 140%、なんと湯布院までが 162％と、９～11 月

と非常に増えている。西へ西へと言うことと、新幹線の効果があると思うが、私は雲仙の力、

島原半島の力は、皆さんが思っている以上に凄いものがあると思っており、先程草津の話も出

たが、絶対に負けていない。それに、この自然の空気と緑と水、これは絶対に負けないもので、

大変な可能性があるということを、改めて、この雲仙プラン１００が出来た今、考えて頂き、

行動の時であると。 

新たな組織も、宮崎会長以下決まり、あとは行動しかない。これに係わった私も、これから

は呼ばれなくても来る、呼ばれたら喜んで来るということで、81 歳までお手伝いをしていきた

い。第２世代、第３世代の方たちは、95 歳とか 100 歳とかになっているのではないかと思うが、

一緒にまだまだ頑張りたいと思う。そして若い人達、さきほどの慶応義塾大学の発表にもあっ

たが、高校生とのプロジェクト、若い人たちとやっていけたらと思う。100 年の夢、是非私の夢

を一緒に読んで、一緒にやっていけたら。まさに、行動の時である。 
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◇「雲仙プラン１００発表」 

雲仙プラン１００の各行動計画の推進について、地域が主

導し、地域全体がかかわり、一人一人が自ら考え知恵を出し

合い役割を果たしながら行動できる体制とするため、各行動

計画を進めるための中間支援組織として、「雲仙プラン１０

０地域づくり委員会」が、本シンポジウムを契機に立ち上が

った。 

そのメンバーによる雲仙プラン１００の概要発表が行われ

た。 

〔発表〕 

はじめに 雲仙の歴史、現状、策定の経緯 雲仙プラン１００の概要、今後への思い 

発表者：雲仙プラン１００地域づくり委員会 

会長 宮崎高一 

 

戦略１ 島原半島が一体となった取り組みの強化 

発表者：雲仙プラン１００地域づくり委員会 

半島連携部会 部会長 荒木美智子 

 

戦略２ 雲仙地域の自然資源の保全・再生・継承 

戦略３ 人と地球にやさしい、安全・安心な国立公園・観光地の実現 

発表者：雲仙プラン１００地域づくり委員会 

景観整備・エコ部会 部会長 加藤宗俊 

副部会長 松野純也、石田直正 

戦略４ 地域の恵みを活かしたゆっくり癒やされ楽しめる滞在型国立公園・観光地の実現 

 

発表者：雲仙プラン１００地域づくり委員会 

自然活用・まち歩き部会 部会長 七條彰宣 

副部会長 森佑一郎、加藤隆太 

 

戦略５ 持続可能な推進体制の構築 

発表者：雲仙プラン１００地域づくり委員会 

総務部会 部会長 石田真隆 

副部会長 市来勇人 

 

まとめ 発表概要の整理と協力のお願い 

発表者：雲仙プラン１００地域づくり委員会 

    副会長 福田努、林田政晋 
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〔発表内容〕 

●はじめに（会長 宮崎高一） 

『雲仙プラン１００』は今年で国立公園制定７７周年を迎えた雲仙が、23 年後の 100 周年のある

べき姿に向けて取り組んでいく地域づくりのことである。 

いま、雲仙は大きな転換期にある。平成元年には約 100 万人に達しようした宿泊客数も、昨年は

半分以下の 40 万人にとどまった。また、地域の人口減少・過疎化も年々進んでいる。 

住む地域としての雲仙、観光地としての雲仙の賑わい、華やかさはどこへ行ってしまったのだろ

うか？ 

今の世界情勢・日本情勢では、昔のような好景気も期待できないのは明らかだ。 

では、このまま衰退の一途をたどっていくのだろうか？ 

それとも、また賑わいを取り戻せるのだろうか？ 

取り戻せるとしたら、誰かがやってくれるのだろうか？ 

それとも雲仙のひとりひとりが関心を持ち取り組んでいくべきなのだろうか？ 

そんな大きな危機感を胸に、一年半前から、雲仙の若手で、中長期的な雲仙のあるべき姿を考え

る『雲仙プラン１００ワーキンググループ』をスタートさせた。 

環境省の事業をきっかけとして、地元も熱意を持って積極的に、勉強会を開催し、他の観光地へ

視察に出向き、地域住民・島原半島住民の皆様へアンケートを実施し、雲仙を内外から包括的に見

て、毎週議論を戦わせてきた。また、島原半島の行政・地域団体からなる『島原半島ワーキンググ

ループ』も議論に加わり、その結果を専門家・行政・地域関係者からなる策定委員会にて検討、一

年半かけ『雲仙プラン１００』を作り上げてきた。 

そして本日、『雲仙プラン１００』の実行委員会として『雲仙プラン１００地域づくり委員会』

を立ち上げ、スタートさせる。 

『基本理念』は【つながる】。 

『自然と人、人と人、地域と地域が豊かなつながりを築き、美しく元気な郷土を未来の子供たち

へつなげる』 

『国内外から人がおとずれ・つながり、訪れた人も、住む人も、働く人も、皆が満足度 100％で

笑顔でつながる地域を目指す』 

内容は、後ほど各部会長のほうから説明してもらう。 

『雲仙プラン１００地域づくり委員会』は組織としてまだ構築中である。走りながら詳細を決め

ていき、来年１月中には部員まで決定し、組織を仕上げていきたい。 

『雲仙プラン１００』の内容は中長期的なものが多く、膨大で多方面に渡っている。それゆえに、

雲仙プラン１００を指針として、是非、多くの関係組織、事業者の皆様にも自ら動いていただくこ

とが大切であると考えている。我々、委員会は、自らも行動を起こすが、自ら動こうとしてくださ

る組織や事業者の皆様を支援し、一緒になって考え、実行する中間支援組織としての機能を果たせ

ればと考えている。そこで、組織としてまず目指すことは。 

・ 『永続可能な組織づくり』これから 23 年後をめざし、『続けられる』組織。 

・ 『雲仙全体で取り組む組織づくり』雲仙のあらゆる団体から部員を募る。細かな情報発信

をし、雲仙の住民ひとりひとりが関心を持ち、地域づくりに参加できるようにする。 
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・ 『会員を募る』会員・賛助会員をひろく募り、その会費を活動資金とする。 

・ 『島原半島全体との連携』 

・ 『行政、外部諸団体との連携』 

 

『雲仙プラン１００』は、我々委員会だけでできるものではない。雲仙のすべての団体、住民や、

半島の多くの方々ともかかわりながら、皆様ひとりひとりが関心をもち、参加してもらうこと。雲

仙に対する愛情や思い。島原半島に果たせる役割。 

また、環境省をはじめ、長崎県・雲仙市ならびに、半島連携については、島原市、南島原市、島

原半島観光連盟等、行政、諸団体の皆様からの協力をいただきながら、『国立公園 100 周年に向け

ての永続的な地域づくり』の実現に向けて続けていこうと考えている。 

 

●戦略１（半島連携部会 部会長 荒木美智子） 

半島連携部会は、島原半島関係組織と協力、協働しながら、雲仙地域として、率先してできるこ

とを実践し、実現に向けて取り組むこととする。 

半島連携部会では、５つの行動計画を進めていく。 

１．雲仙地域と島原半島の人々の相互理解を促進する。このことにより、今後の雲仙地域と島原半

島との一体的取り組みを強化したいと考えている。 

２．産業間の連携、地域間の連携、地産地消、地域の自然や地場産業を活かしたエコツーリズムや

グリーンツーリズムの推進等を通して、地場産業を活性化したいと考えている。 

３．ジオパークを始めとした半島ならではの自然豊かな魅力がある。こうした魅力に支えられ、半

島の暮らしの体験プログラムを半島全体で創り出すこと等を通じて、半島を楽しむしかけづくり

を行いたいと考えている。 

 

この２つ目の産業間の連携、３つ目のしかけづくりは、ともに、島原半島に多くの交流人口を迎

え、地域経済の活性化を得て、暮らしの魅力をより輝かせることができると考えている。そのため

に雲仙温泉としては、国内外から訪れる人々にそうした魅力を紹介し、周遊滞在の旅へと誘う観光

拠点としての役割を担えるよう、ツアーデスクの設置や一元的情報発信や半島周遊コースづくり等

を、半島の関係者の皆様とともに行っていければと考えている。 

 

４．半島の地域資源を守り育て、これらを地域振興に活かし、その活力によって今より質を高めて

未来の子どもたちへ伝える。このことにより、住む人の誇りとなって、訪れる人を魅了し続ける

ことができると考えている。 

５．雲仙地域は島原半島の一員として、ともにマーケティングやその結果を踏まえたブランディン

グ、戦略的情報発信を行うことができれば、半島の魅力をより効果的に伝え、観光客誘致活動や

産品の販売などにおいて、半島地域が一体となったマーケティング戦略、ブランディング戦略の

元、それぞれの地域で機能分担し、連携をしていくことが可能になると考えている。 
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こうした多くの行動計画の中で、部会のまず行うこととして、半島地域各地の人たちと交流をし

ながら、各地の取り組みや自然、文化、歴史、食材、産品、サービス等の地域資源を把握し、特性

を理解し合うための「あるもの探し」や「子どもたちのためのあるもの探し」を実施したいと考え

ている。５年以内に、半島各地の人が、相互理解が進んだと実感できることを目指す。 

また、半島の自然、特性をまとめた半島フェノロジーカレンダーの作成を１年以内の目標とする。

なぜなら、これらのお互いを知り合い、理解し合うことが、様々なことを行う基礎となり、これか

らの半島の連携の中で一番大切であり、やり続けていかなければならないことだと考えているから

である。 

以上のようなことを通し、島原半島が一体となって交流や相互理解を促進するとともに、相互の

特性を活かし、自然や地場産業を活用した交流体験プログラムを実施し、島原半島全体の交流人口

を増やすために、雲仙の特徴を活かし、積極的に役割を果たしていきたいと考えている。 

 

●戦略２、３（景観整備・エコ部会 部会長 加藤宗俊） 

私は景観整備・エコ部会が、雲仙が国立公園としてまた世界ジオパークとして今後存続していく

ため、一番大切なそして基本的な活動を、皆様のご協力のもとに実行していく部会であると考えて、

部長をお引き受けした。松野・石田両副部長と協力しながら、私達の担当する戦略実現のため、2

年間一生懸命がんばるので、皆様のご支援を何卒よろしくお願いしたい。 

さて、松野純也副部長の担当する、雲仙地域の自然資源の保全・再生・継承は、今後、雲仙が国

立公園として存続するための死命線となる大切な事業となる。言い換えれば、既存の美しい雲仙の

自然を磨き上げ、雲仙に来訪される方々に、雲仙本来の魅力に感動していただくための活動となる。 

また、石田直正副部長の担当する地球にやさしい国立公園・観光地の実現は、自然と共存してい

くための新しいルール作りや、新しい提案の実行状況を見て頂くことで、雲仙地域の魅力を引き出

し、来訪されたお客様に感動して頂くための活動である。 

具体的な内容については、両副部長に説明をしてもらうが、その前に、お願いしておきたい事が

ある。 

私達の部会の活動は、長期・永続的に活動を続けていく必要が有ること、及び環境整備や街づく

り等に関係しておられる、行政や諸団体の皆様と共に、いかにすればテーマを実現することができ

るのかを協議し、協力を図っていくことが、特徴となっている。 

従って、関係者の皆様に、度々ご挨拶に上がりお時間を拝借し、協議させて頂くことになると思

われるので、皆様に話し合いの機会を頂き、ご理解・ご協力を賜るようお願いする。 

 

●戦略２（景観整備・エコ部会 副部会長 松野純也） 

私が担当する「戦略２」においては、「雲仙の地域の自然資源の保全・再生・継承」について、

活動を行っていく。 

大まかな内容としては、雲仙の自然資源について、行政だけでなく、地域住民の参加・協力、ま

たエコツーリズムやグリーンツーリズムを通じて訪れた人の参加・協力も得て、地域全体で保全再

生活動を行うことで、今より質を高めて、未来の子供たちへ伝えていく。 
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このことにより、国立公園をはじめとした雲仙地域ならではの自然や景観、そこから生まれる歴

史や文化を、将来にわたってより輝かせ、住む人の誇りとなって、魅了し続けることができると考

えている。また、これらを通じて、あらたな国立公園のあり方である協働型国立公園を実現したい

と考えている。 

取組む項目として、「アクセス道路の改善」、「国立公園の保全・活用」、「ミヤマキリシマの

保全再生」、「山岳保全管理の促進」、「原生沼の再生」、「温泉の保全、持続活用」、「雲仙遺

産計画」の７つの項目を掲げている。まずは、1 番目にある「アクセス道路の景観改善」に努めて参

ります。行動内容としましては、雲仙へのアクセスや半島内の移動中も車窓から手軽に景観の魅力

を楽しんでもらうため、関係機関や地権者との調整をしつつ、雲仙の美しい眺望(ちょうぽう)や景

観改善のための場所に合わせた景観保全・改善方法を選定し、いわゆる通景伐採、緑のトンネルの

保全等、対策を実施していく。 

 

●戦略３（景観整備・エコ部会 副部会長 石田直正） 

環境・景観に配慮した取り組み・循環型まちづくりの促進について説明する。 

①燗付けのエコ化と地獄景観の改善 

＊地獄の美観整備を行うこととして 

・燗付けの一本化や、燗付け湯や源泉・配管の素材の見直しや、配管の路線統一、隠す工夫や見

せる工夫、古い配管の撤去などを行っていきたいと思う。 

＊燗付けを一元化し、熱効率の向上と集中管理を行うこととして 

・燗付けを実施している事業者の方々による方向性の話し合いを行い、燗付けの一本化に向けた

熱量の調査、一元化エリアの検討、配管計画を考えていきたいと思う。 

②自動車交通のエコ・安全化として 

＊関係機関との調整をしつつ、今年の夏休みの最後の土日に行った仁田峠のパーク＆ライドについ

て、実証実験を重ねながら、実施方法の改良を行い、本格実施に向けて検討を進めていきたいと

思う。 

③牧羊による放牧・草原景観の維持として 

＊ゴルフ場等において、牧羊による放牧・草原の景観を保ちながら、将来的に、毛や食肉、加工品

の販売などにより収入を得て、放牧が維持できるよう循環型システムを作っていきたいと思う。 

＊また、牧羊によるミヤマキリシマ群落の保全・再生にもつなげ、将来にわたり、すばらしい雲仙

の景観を守っていきたいと思う。 

 

●戦略４（自然活用 まち歩き部会 部会長 七條彰宣） 

当部会は雲仙の自然の活用と温泉街の街歩きの促進という 2 つの柱を持った部会である。 

一つ目 

自然については、国立公園の指定の理由となった海と山を同時に望む雄大な景色、ツツジや紅葉、

霧氷といった四季の風物詩、迫力ある噴煙を上げる地獄など雲仙ならでは自然をどのように活用し

今後、将来の地域の発展につなげるかということがテーマである。 
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方向性としてはこれら雄大な景色や風物詩、地獄を「見る眺める」というだけでなく、「体験す

る、体感する場所へ」と発展させたいと考えている。 

例えば地獄においては地熱と石を活かした「熱体験足つぼ歩道」や「野菜の蒸し場」、「天然岩

盤浴や歩行浴」、「硫黄のニオイや成分を活かした実験場」など地獄めぐりの途中に五感に訴える

体験スポットをつくり、歩いて楽しい場所へと進化を目指す。また絹笠山や平成新山を望む新ルー

トなどを活用したトレッキングやウオーキング、さらには街中とあわせたジョギングやサイクリン

グ、また、白雲の池は、カヌーやカヤック、子供向けのフィールドアスレチックなど、キャンプ場

だけでなく、これら様々なアクティビティーの拠点となり、平成新山から手軽な絹笠山までそれぞ

れの山に合った活用をして、雲仙が将来九州における山岳アクティビティーのメッカとなることを

目標とする。 

 

二つ目 

街歩きについては、現在、商店街でファサード整備が行われ、それに伴い各商店での魅力アップ

の動きが始まっている。飲食店も夏に豆腐やソーメン、秋冬は豚肉料理やジオむすびなど新商品の

開発が行われている。旅館も独自のあるいは旅行業者とタイアップした宿泊プランの企画や季節ご

とのピーアールに取り組むなどそれぞれの団体で活動が行われている。団体それぞれの魅力アップ

の取り組みと各団体の連携、協調がテーマと考えている。 

訪れたお客様が街歩きをしてもらうためには、雲仙及び島原半島の特産を活かした商品・飲食メ

ニューの開発やこの地域らしい個性的な店づくり、街が一体となった街歩きの仕掛けづくり、更に

温泉街の美しい風景づくりやスポット整備など歩きたくなるあらゆるきっかけをつくることと考え

ている。各商店や飲食店の魅力アップの取り組み、旅館ホテルは各社 hp などでの事前の PR、旅行業

者への発信と旅館ホテル組合として魅力アップ企画や商品造成、更には日々のお客様への確実な案

内を更に強化することだと思う。また時には商店・飲食店・旅館が連携した共同企画やイベントを

開催するなど、これらは今までの反省も踏まえ、今後街全体としてそれぞれの役割を果たし、アピ

ールすることが重要と考え、それに取り組んでいくこととする。 

これら自然活用と街歩きの両面での取り組みが充実することによって、滞在時間の延長や連泊に

繋がり、旅行者への紹介は観光協会やお山の情報館、街の駅、旅館ホテルがツアーデスクの役割が

果たせるようにして行こうと考えている。 

つづいて、各担当の副部長より、自然活用と街歩きについて、これから始める具体的な事を発表

する。 

 

●自然活用（自然活用 まち歩き部会 副部会長 森佑一郎） 

自然の活用としてまず自然を楽しめる環境を作っていきたいと考えている。 

雲仙には国立公園ならではの沢山の山や池や滝など自然に囲まれた土地である。 

キャンプやトレッキング、カヌーやサイクリングなどの遊びを通じて雲仙って楽しいと思ってほ

しいと考えている。１日では遊び尽くせないと思ってもらうほどのメニューを作っていきたい。ま

ず地獄においては熱、音、香り、など五感で楽しめるスポットを紹介した地獄散策マップの制作や

野菜蒸しの日常化に取り組む。山のアクティビティーについては絹笠山の夕日を眺めるサンセット
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ガイドツアーやトレッキングなど、できることからプログラムやメニューづくりを始める。今年の

夏には白雲の池で島原半島と天草の子ども達 15 名とキャンプを行った。竹いかだを作り、池に浮か

べて実際に遊んだ。夜は星座観察や周辺の生き物を観察するなど丸 1 日自然を満喫した。これから

の雲仙は自然体験が楽しめる場所として有名にしていきたい。このようなアクティビティープログ

ラムやメニューをアウトドア関連の雑誌や会員組織へ情報発信をはじめ、他業界、団体とのコラボ

企画やイベントなどで認知度を少しずつ上げると共に、それらを宿泊商品の開発につなげたり、商

店と BBQ セットをつくったりして、新しい客層を獲得していきたいと考えている。 

 

●まち歩き（自然活用 まち歩き部会 副部会長 加藤隆太） 

街歩き部会では、「歩きたくなる魅力ある温泉街づくり」を目指し３つの取り組みを柱に進めて

行く。 

第一に、雲仙らしい魅力溢れるお店づくり目指す 

第二に、歩いて楽しい仕掛けづくりを行う 

第三に、ゆったり過ごせる街並みの整備を行う 

 

第一：“雲仙らしい魅力溢れるお店づくり”のために、  

『歩いて楽しい魅力ある温泉街づくり』には、“個々のお店の魅力アップ”が最大のカギになる

と考える。雲仙・島原半島らしい魅力溢れるお店づくりを推奨し、個々のお店に反映していくこと

で、雲仙温泉でしか感じられない雲仙らしさを演出する。具体的には、個々のお店の個性に合わせ

て、雲仙・島原半島の特産を使用した商品作りや新メニューの開発、雲仙の四季や自然、歴史をモ

チーフにしたお店づくりなどを行い、お店の魅力アップを進めて行く。現在、飲食店組合で行って

いる、創作料理新メニューを続けて行き、その中から雲仙温泉と言えばコレ！といえる共通食材や

メニューを見出し、雲仙のイメージづくりに取り組む。 

また、空き店舗対策として、新しい店舗の誘致活動も進めて行く。その際、雲仙らしい個性を持

つお店を選定し、温泉街の魅力アップにつながるようなお店の誘致を行う。また、雲仙の魅力をお

客様に伝えるためにも、雲仙の文化・芸術を表現する場も作っていきたいと考えている。 

 

第二：“歩いて楽しい仕掛けづくり”のために、 

街歩きの仕組みとして、例えば「湯めぐり」のような取組を行う。ただし、ホテル旅館だけで“湯

めぐり”を行うのではなく、商店や飲食店・地獄周辺でも「温泉・湯」にまつわる取組を行い『湯

の街めぐり』といえるような街歩きの仕組みを考え、各団体や個店に働きかけ連携した取組を実施

する。 

また、現行のイベント「雲仙紅葉ウォーク」や「灯りの花ぼうろ」、「クレ郡祭」や「創作料理

メニューマップ」など、観光協会・ホテル旅館組合・商店街・飲食店組合などそれぞれの団体が雲

仙・島原半島の魅力をお客様に伝える取組を行っている。それぞれでこういったイベントを打つだ

けでなく、雲仙全体が連動して一つのイベントを支え盛り上げていく流れを作る。 

こういった取組を街全体で行っていくために、現行のイベントを整理し、半年前から準備を行い、

三か月前には広報が打てるような流れを作っていく。 
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第三：“ゆったり過ごせる街並み整備”のために、 

ケヤキ広場周辺は雲仙温泉街の玄関口であり、お客様がくつろげる空間として演出をしたい。そ

こから、満明寺・児童公園へと足を運び、雲仙全体を見渡せる場所にして、そこから雲仙の街にさ

らに足を運んでもらう仕組みを作る。また、街中に木陰を作りベンチを置いたり、水のせせらぎを

作る、また、各お店にお客様が気軽に立ち寄り一休みできるような取組を行い、ゆっくりくつろげ

る空間を街中に増やしていく。 

また、半島との連携を深め、半島の様々な魅力を紹介するツアーデスク等も設置し、訪れるお客

様に、島原半島の魅力を広く伝え、楽しんでいただきたいと考えている。 

こういった取組を行うことで、お客様が温泉街を楽しむ時間が次第に長くなり、また来たい温泉

街、ひいては泊まりたい温泉街「歩きたくなる魅力ある温泉街づくり」を目指す。 

 

●戦略５（総務部会 部会長 石田真隆） 

われわれ総務部会は、雲仙プラン１００の組織を円滑に運営するお手伝いをさせていたく。大き

く分けて、持続可能な推進体制の構築、人材育成、情報戦略の強化に取り組んで行く。 

 

戦略５-１：推進体制づくり・継続・発展 

まず、持続可能な推進体制の構築には、情報や思いの共有が不可欠だと私たちは考える。 

地域内の情報を収集し共有する、そして、それを地域外へ情報発信する為に、フェイスブックな

どのＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）を活用する。個人レベルではもちろんの事、各組

織のフェイスブックが一同に集まる場所を構築したいと考えている。 

また、地域内情報共有の為、雲仙の今を伝える雲仙 ing を３ヵ月に１回、年に４回発行し、私た

ちの活動報告や、地域の旬な情報や面白トピックスなどをここで紹介する。そうすることで、多く

の人を具体的活動に巻き込み、参加いただきながら、オール雲仙での取り組みを目指す。 

２年目からは、ＳＮＳも雲仙 ing に関しても掲載範囲を広げ島原半島の情報も共有できるような

ツールに発展させたいと考えている。 

更には、情報を共有することで知恵やアイデアも共有することができ、継続的に新しいアイデア

をアクションプランとして実行できる。実行後は達成状況や成果評価のためのアンケート調査の実

施、年に１～２回の活動報告会などを通して、プランをブラッシュアップしていくと同時に、評価

や支援をいただき継続活動につなげていきたいと考えている。 

そういった活動を積み重ねて行き、長期的には５年に１度の雲仙プラン１００行動計画の見直し

を行い、持続可能な推進体制の構築を目指す。 
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○戦略５-２雲仙人の育成（人材育成）（総務部会 副部会長 市来勇人） 

雲仙人の育成は、「おもてなし力の向上」「雲仙に誇りをもち、訪れる人に伝えられる観光地づ

くり」「研修・勉強会の開催」を柱に進めていく。 

今年４月に、雲仙旅館ホテル組合様の協力を得て、雲仙のホテル・旅館の新入社員向けの研修を

させていただいた。そこでは、新入社員に雲仙の歴史や自然などの沢山の魅力を知ってもらい、雲

仙を楽しんで、好きになってもらえるように研修を行った。 

こういった研修をはじめ、必要とされる講座・研修会を行っていく。例えば、先ほども上がった

SNS 活用講座や、これからの国際型観光地に向けて外国語講座など働く人のスキルを上げる直接的な

勉強会や、住民や従業員向けの登山会・霧氷ツアーなど、雲仙の魅力を、もっと地元の人が知るこ

との出来る環境を整えていきたいと考えている。 

こういった研修・勉強会などで得た技術・知識をさらに磨きあげるため、地獄・温泉・自然・語

学など様々な分野に分けて知識・技術の段階に分けた検定などを新たに設け、住民 1000 人が様々な

得意分野の仙人になれる様、互いに高め合い、雲仙でしかあじわえない、おもてなし・料理などの

ブランドを作り上げていきたいと考えている。 

そして、子供から大人まで雲仙に住む全ての人が、「まち」を案内できる笑顔あふれる地域とな

り、雲仙に住む人も、働く人も、雲仙へ訪れる人に魅力を伝えられる笑顔あふれる“つながる”「ま

ち」になれるようにしていきたいと考えている。 

 

戦略５-３雲仙地域のマーケティングとブランディング強化と戦略的情報発信 

情報戦略の強化として、半島が一体となったマーケティング、ブランディング、戦略的情報発信

に積極的に協力しながら、その情報を雲仙地域にもフィードバックし、そのなかで、雲仙地域にこ

そ担える役割を認識し、実行することで、雲仙プラン１００の取り組みを、より効果的なものとし、

見直しを的確に行うためにも、マーケティングやブランディングの結果を常に分析しながら進め、

近い将来には、半島から飛び出た広域連携もとれるような規模に拡大して行く事を目標とする。 

情報戦略、特にブランディング戦略については、雲仙プラン１００の取り組みの根幹を成すこと

から、理事会や他部会とも連携しながら検討を進め、雲仙の進むべき道を考えていきたい。 

 

●まとめ（副会長 福田努、林田政晋） 

雲仙プラン１００地域づくり委員会の４つの部会から出された「まず、着手する 10 個の行動計画」

を、ここで再度簡潔にまとめてご報告したい。 

 

① 雲仙の方にも半島をもっと知ってもらい、半島の方たちも雲仙をもっと知ってもらう為に島

原半島あるもの探しの実施。（相互理解） 

② 島原半島への周遊・滞在促進と地産池消促進の為の島原半島フェノロジーカレンダーの作

成・活用。 

③ 昔の開かれた景色を再現する為のアクセス道路の景観改善。 

④ 自然エネルギーである雲仙独自の燗付け機能を一元化し地獄景観改善への取り組み。 

⑤ 今年実証実験を行った仁田峠パーク＆ライドを本格実施へ向けて取り組み。 
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⑥ 草原景観を復活する為の牧羊による放牧。 

⑦ 多くの山に囲まれた地形を利用した山のアクティビティーの充実。 

⑧ 雲仙の旅館、商店、飲食店とのコラボレーションによるまち歩きの促進。 

⑨ ＳＮＳ（フェイスブックなど）や広報誌『雲仙 ing』を活用した情報共有と情報発信の強化。 

⑩ 雲仙や島原半島の歴史、文化、などを理解し、人に伝えられる知識を持った雲仙人の育成。 

 

これらの行動計画をはじめとした雲仙プラン１００を、地域住民の方、雲仙で働いている方、そ

して自治体を含めた関係機関などのご協力を頂き、国立公園指定 100 周年へ向けて一つずつ着実に

実施して参りたい。 

私自身小学生の子を持つ親として、23 年後は今の子供たちが雲仙に戻ってきたくなるような、雲

仙で仕事したくなるような、雲仙で家族を持ちたくなるような、そういう雲仙であって欲しい。ま

た、世界の国々の方が、雲仙や半島のあちらこちらで楽しくまち歩きを楽しんでいる雲仙であって

欲しいと、毎日そのことを糧にしながら宮崎会長他all雲仙でこの会を盛り上げて行ければと思う。 

終わりに、どうぞ、一人でも多くの皆様に本日この会場で会員になって頂き、そして応援して頂

だくよう心からお願いをさせてまとめの報告とする。 
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◇雲仙プラン１００に寄せて 

「雲仙プラン１００」の発表を受け、まずは地元自治体を代表して、長崎県島原振興局長、雲仙

市長より「雲仙プラン１００に寄せて」メッセージをいただいた。 

 

【長崎県島原振興局長 江口道信氏（管理部長 西貴史氏代読）】 

雲仙プラン１００は、23 年後の国立公園指定 100 周年を見据え、雲仙地域の再生と国立公園

再生の為、将来ビジョンと具体的な行動計画を取りまとめたものである。本プランの検討にあ

たっては、これからの時代を担う若者達がワーキングメンバーとして参加し、一年以上にわた

って議論を重ね、専門家の方々の意見を聞きながら、作成されたと伺っている。特に月２回の

ワーキングを始め、事務局会議などは、仕事が終わった後に集まり、夜遅くまで議論されてい

たとも聞いている。しかし皆さんもご存じのとおり、計画は作ることが目的ではなく、これか

らが始まりであり、むしろこれからが大変であると思う。雲仙プラン１００の基本戦略に沿っ

て、社会の変化やニーズを的確に捉え、よりよい方向に取り組みを続けていってほしいと思う。

雲仙の方々がこれまで築き上げた雲仙地域のイメージやブランドを受け継ぎ、若者達が新しい

雲仙地域の魅力を発信し、雲仙がひいては島原半島が、益々元気になっていくことを願ってい

ます。 

雲仙プラン１００の基本理念に、「つながる」というキーワードがある。プラン作成にあた

っては、雲仙地域の関係者だけでなく、島原半島の各種の団体や住民も参加いただいており、

これを機に「あるもの探し」や各地のイベントに相互に参加するなど、雲仙地域と島原半島各

地の連携を深めていって頂きたいと思う。 

今後は、島原半島観光連盟が半島内の各観光協会等と一体となって推進する、島原半島がま

だすプロジェクトや、来年１月から営業運航を開始する予定の上海航路などとも連携し、国内

外からも島原半島を目指して人々が集まる事を期待している。 

終わりに、計画作成にご尽力をいただいた環境省九州地方環境事務所はじめ、委員の方々、

ワーキンググループの方々に敬意を表するとともに、関係者の皆さま一層のご活躍を祈念し、

お祝いのメッセージとさせていただく。 

 

【雲仙市長 奥村慎太郎氏】 

雲仙プラン１００の発表を心からお祝い申し上げる。また、新し

く地域づくり委員会の会長に就任した宮崎氏から、地域の強みと課

題という発表があった。強みに関しては、どんどんセールスをして

いただきたいと思うし、課題については、これから実行しながらそ

の課題を克服する努力を続けていただきたい。 

先程から、雲仙プラン１００を作られた若者たちと雲仙プラン５

０を作られた親世代の皆さまを横目で見ながら、やはり時代は変わり、新しい人たちが育って

きているんだなと思っている。この雲仙が、そして雲仙プラン５０の方々からも、23 年後にま

た元気にご意見を賜れることを心から願っている。 

雲仙プラン１００の皆さん、頑張ってください！ 
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以下、両市長については、事前にお送りいただいたメッセージを、会場で司会より紹介させてい

ただいた。 

 

【島原市長 横田修一郎氏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日は、「雲仙プラン１００発表シンポジウム」の開催を心からお祝い申し上げます。 

この「雲仙プラン１００」は、23 年後に国立公園指定 100 周年を迎える雲仙天草国立公園雲仙

地域のあり方を示した中長期の地域再生行動計画であり、雲仙地域に何が出来るかということ

を策定した計画であります。 

現在、島原半島３市におきましても、島原半島観光連盟及び、島原半島ジオパーク推進協議会

を組織し、島原半島が一体となり観光振興や島原半島ジオパークの推進に取り組んでいるとこ

ろでございます。特に、島原半島ジオパークにつきましては、平成 24 年５月 12 日から 15 日に

かけて、第五回ジオパーク国際ユネスコ会議がこの島原半島で開催される予定であり、現在、

開催に向けた準備が着々と進んでいるところでございます。 

この国際会議には、世界 30 ヵ国から約 300 名、国内から約 300 名、そして、このほかにも地元

関係者の参加を含め延 3,600 名の皆様が参加される見込みであります。この国際会議を通じて

多くの皆様にこの島原半島の魅力をお伝えできると思っているところでございまして、本会議

が成功いたしますように島原半島が一体となり、日本ジオパークネットワーク、国、県、関係

機関と連携しながら、大会を盛り上げて参りたいと存じます。 

また、島原半島観光連盟が実施主体で行う「島原半島『GAMADASU』プロジェクト」が、長崎県

の「がんばらんば長崎」地域づくり支援事業に採択されました。 

このプロジェクトは、島原半島が有する自然と火山の恵みを最大限活用しながら、観光地とし

ての競争力を高めるために、関係者が総力を結集して観光客の誘致と特産品の販路拡大に取り

組むものでありまして、半島全体の活性化に大いに寄与するものと存じます。 

この「雲仙プラン１００」におかれましても、５つの基本戦略のもとに様々な将来ビジョンが

掲げられており、雲仙地域はもとより、島原半島全体の地域振興に多いに貢献いただけるもの

と大きな期待をいたしております。 

そして、本事業の推進にあたり、格別のご尽力をいただいております関係皆様に対し、改めま

して心から敬意を表しますとともに、本日ご列席の皆様方のご健勝、ご多幸を祈念申し上げ、

応援メッセージといたします。 
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【南島原市長 藤原米幸氏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日、雲仙プラン１００発表シンポジウムが盛大に開催されますことを心からお慶び申し上げ

ます。この「雲仙プラン１００」の検討にあたっては、専門家や地域関係者からなる策定委員

会、島原半島の若手有志からなるワーキンググループ等を設置し、活発な議論を繰り返され、

まとめられたプランであると伺っております。 

現在、雲仙天草国立公園が位置するこの島原半島では、さまざまな事業を半島３市が連携して

取り組みを進めております。例えば、島原半島世界ジオパークや、先日、長崎県の「がんばら

んば長崎」地域づくり支援事業に採択された島原半島観光連盟が実施主体で行う「島原半島

『GAMADASU』プロジェクト」など、いずれも国立公園が位置する島原半島の自然、歴史、温泉、

食などの火山の恵みを最大限活用しながら、観光地として競争力を高めるための取り組みであ

ります。また、南島原市では、来年、口之津港開港４５０周年の節目の年となります。南蛮船

来航からの歴史が島原半島に大きな影響を与えたことは言うまでもありません。この節目の年

に、記念事業を開催することにしており、島原半島全体で連携を取りながら事業の推進を図っ

てまいります。 

私たちの先祖が守り育ててきたこの島原半島の美しい自然環境や歴史、文化を、現代に生きる

私たちが更に発展させ、子や孫、そして未来へ伝えていくという重要な役割を担っております。

この「雲仙プラン１００」の基本理念「つながる」を合言葉に、島原半島の地域振興に共に取

り組んでまいります。 

結びに、これまで雲仙プラン１００を策定するにあたり、ご尽力をいただいた関係皆様に対し、

心から敬意を表しますとともに、本日ご列席の、皆様方のご健勝とご多幸を祈念申し上げ、「雲

仙プラン１００」の応援メッセージといたします。 
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つづいて、今回の雲仙プラン１００の策定に専門家の立場として参画をいただいた坂元委員、大

渡委員、瀬田委員より応援メッセージをいただいた。 

 

【財団法人阿蘇地域振興デザインセンター事務局長 坂元英俊氏】 

 

雲仙プラン１００の完成おめでとうございます。これから、策

定されたプランを徐々に完成させていく、そんなスタートを本日

切られたものだと思っている。 

57 号線から山沿いをずっと上がっていくと、ゴルフ場を越えた

所からパアッと視界が広がり、雲仙という空間が目の前に飛び込

んでくる。本当にまさに、山にある、地獄というより温かみのあ

る空間の桃源郷だと感じている。こうした地域の中で、このプランが作成され、半島の中で大

きく成長していくのだと思う。 

阿蘇地域も一生懸命頑張りながら、「滞在できる阿蘇」を目指しているが、こういう形で雲

仙、島原半島と一体となり取り組んでいく姿は、今後の九州という一つの島の中で、大きく連

携をとりながら、横軸の繋がりの大きな連携に進んでいくものと考えている。今から 23 年後、

私は 80 歳になるが、その時の雲仙が非常に楽しみである。そんなプラン１００に寄せて、メッ

セージを読ませていただく。 

その昔、雲の上の一画に噴き出す温泉があって、そこに人が住み集落が生まれた。いつしか

その集落は雲仙と呼ばれ、人々の暮らしの中、国立公園となり、数々の旅館とともに日本有数

の温泉観光地へと変貌していった。そして今、新たな雲仙地域が生まれつつある。地域づくり

を進めていきつつ、行動の中心は地域に住む一人一人であると思う。行動計画は、人と人との

協働の取組であるが、大切なのは、この計画に携わる人、旅館、ホテル、商店等がお客様に選

ばれる雲仙地域になることであると思っている。こだわりというものをしっかり持って、その

繋がりを活かしていただければと思う。そして、お客様に選ばれる雲仙地域になることが経済

的にも持続可能な地域の再生だと思う。お客様は温泉に恵まれた気持ちの良い地域で、気持ち

の良いもてなしを受け、優雅でゆったりとした滞在期間を過ごしたいと思われている。このプ

ランはそのための雲仙地域を象徴するプランでもある。雲仙プランを作成する過程の中で育ま

れた、地域の若い人たちの仲間との信頼関係、希望、夢を共有しながら、この計画に加わる皆

さんが個人としての変化を起こしていくことも必要と思う。そして、プランの進行に合わせて、

自分の旅館やホテル、店の変化を実感していけることが、一つのプランなのかもしれない。プ

ランを支える皆さんがお互いに関心を持ち、声を掛け合い、この基本的な姿勢に磨きをかけて

いくという。そして、自分達の地域の良さをどれだけ自慢できるか、その自慢が木霊して人が

集まっていくと考えられる。このことが誇りにもなっていくのではないか。一日一個でも、地

道な活動の積み重ねが、３日後、３ヶ月後、半年後、１年後、そして３年後、25 年後の雲仙地

域をつくっていくのだと考えられる。 

語り合いの笑顔、接客の笑顔、そして自分への笑顔、いつも笑顔でいられる。雲仙プラン１

００のテーマは「つながり」である。笑顔が繋がる、これは変化を実感しているからこその笑
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顔の積み重ねかもしれない。雲仙プラン１００の策定に参加させていただき、ありがとうござ

いました。 

 

【有限会社大渡企画・設計 代表取締役 大渡剛弘氏】 

 

雲仙プラン１００作成の皆さまお疲れ様でした。新組織の

メンバーは、今からが本番であり、いかに実践していくか、

これは各部会のメンバーが良く分かっていると思うが、私の

方からはいかに実践していくかと観点からお話したいと思う。 

一番お話したいのは古湯のまちづくり、割とトントンとま

ちづくりが運んでいったため、その秘訣を紹介して、地域づ

くり委員の方々がこの雲仙プラン１００を進めていくにあた

り参考にして頂きたい。古湯のまちづくりは、平成 17 年にとりかかり３年目にファサードの

事業を行い、４年目には７棟の家屋が改修された。こういうことで、目に見える形で早く成果

が出せたということが、すごく良かった。それまで雲仙に関する計画書などが沢山つくられた

訳だが、計画ばかりで物事が進んでいかないということで多少気分が下がっていたが、４年目

に物が出来たということで進みだし、最終的には３年で 38 棟という成果がでた。雲仙プラン

１００も、早く成果を出すのが必要ではないかと思う。当時

の写真をお見せするが、街並みが随分良くなった。商店街の

真ん中程に入っていくと、旅館だった「かせや」がベーカリ

ー、カフェになるなど随分良くなった。20 年 21 年度には、

今村さんの所のカフェ、おもちゃ博物館などの一棟がずらっ

と変わった。最終の 22 年度には、その他も改修が進み、まだ

途上な箇所もあるが、古いお家からまるで新築の様になるな

ど、良い街並みに変わっていった。この効果としては、売上

が昨年度と今年度比で３倍以上伸びていたりという結果がある。景気が良くならない中で、こ

のように売れ上げが伸びたのは非常に良かったと地域の皆さんも喜んでいた。 

秘訣その２は、コンサルに頼らないこと。雲仙プラン１

００の第一回目の委員会の中で、某会長がおっしゃった名

言だと思うが、「コンサルに頼らないまちづくりで我々は

成功したんだ」とおっしゃっていた。私もずっとコンサル

として関わっていたため「何を言うか」と思ったが、本当

の芯の所でコンサルに頼りすぎない、コンサルにまかせっ

きりにしないということである。自分の事として考えるこ

とが重要で、地域の人たちが自分のまちの事だから、自分

のものとしてまちづくりを考え取り組んでいく必要がある。そうやっていけば、組み上げられ

た案について、自分で責任を取るという姿勢が生じて、持続可能なまちになっていくというこ

とではないかと、今それはよく強く感じている。今も、古湯のまちづくりは進行形で、月 1

Ⅰ．古湯地区のまちづくり
進捗の秘訣

・とりかかって・とりかかって・とりかかって・とりかかって３３３３年目年目年目年目にファサードにファサードにファサードにファサード事業開始事業開始事業開始事業開始

・・・・４４４４年目年目年目年目にににに７７７７棟棟棟棟のファサードのファサードのファサードのファサード改修完了改修完了改修完了改修完了

１１１１．．．．目目目目にににに見見見見えるえるえるえる成果成果成果成果をををを早早早早くくくく出出出出すすすす。。。。

・・・・事業事業事業事業にににに弾弾弾弾みがみがみがみが付付付付くくくく。。。。

２．コンサルに頼らないまちづくり

・・・・地区住民全員地区住民全員地区住民全員地区住民全員がががが、、、、自分自分自分自分のこととしのこととしのこととしのこととし
てまちづくりにてまちづくりにてまちづくりにてまちづくりに取取取取りりりり組組組組むむむむ。。。。

・・・・自分自分自分自分たちつくったたちつくったたちつくったたちつくった街街街街だからだからだからだから、、、、持続持続持続持続
性性性性のののの高高高高いいいい街街街街になるになるになるになる。。。。
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度くらいは平均でグループディスカッションを続けている。その時に注意しなければならない

事は、どんな人でも自分の意見を持っているので、それを聞き出して、グループの中でその意

見を消さないように汲み上げていって、最終案としてそれらを組み立てるということにしよう

としている。自分達が作ったまちだから、自分達で維持していこうという姿勢がその中から生

まれてくるのではないかと思っている。こうやって、平成 17 年、18 年、19 年と議論を重ね、

出た意見について専門の立場から色々なプランを提示しながら、最終的には和風のレトロな街

をテーマにまちを作っていこうという事になった。現在着工中の箇所が 24 年度の末に完成す

るため、25 年の春には素晴らしい街が、古湯の国道沿いの裏側に生まれてくるのではないか

と、すごくワクワクしている。また、ちょうど写真の

手前の所に公園が出来るが、斜面の公園になっている。

元々の市の懸案は、２段の平面だったが、地元で色々

話合いをしながら、２段の平面の雛壇になっているよ

りは、斜面の芝の方が色々面白いよねという形で再生

案が固まり、今これに向かって市が工事を進めている。

植栽計画についても、先日打ち合わせで地元協議会を

開き、ヤマザクラとドウダンツツジ、これをメインに

植栽計画を作りあげて、その場でわいわいやりながら作りあげて市の方に案を届けた所である。 

大きな２番目。雲仙のまちでどうしても遺言として言っ

ておきたいのは、もう一本のライフラインを作って欲しい

ということ。峠越えして、私達のいる会館の前を通って右

側に抜けていくというもう一つのバイパスを作って欲し

い。国道 57 号だけだと、何年か前に火事があった際、沢

山の車が立ち往生して迂回するのが大変だったと聞いた。

一本だけに頼るのは大変危険であり、やはりもう一本欲し

い。下水道の本管もあそこ一本であるため、そういう意味

からしても、そこに何かあった場合、町中がブラックアウトしてしまうのは良くないのではな

いか。ということからも、やはりもう一本作っておくという事が必要ではないか。 

絹笠山の上から温泉街を見下ろすと、普賢岳やゴルフ場

が見える。非常に良い所である。上から見下ろして初めて、

赤い屋根が揃っていてまるでヨーロッパの街みたいだな

と思えるが、この空間を観光客にも是非楽しんでいただき

たいと思うのは私だけでないと思う。ところが今、絹笠山

の上にはなかなか観光客が足を運ばない。なぜかというと、

上に行くまで 30～40 分かかるのだが、行く道が楽しくな

い。景色は楽しめないし、頂上に登って展望台に登らない

とこれが見えない。後ろを見ると橘湾が綺麗に見え、非常に良い所である。そのため、もう少

し行って楽しい、登るのも楽しい、途中に何カ所か休憩所があり、一番上まで行くと草原があ

るみたいな、そういう山にして欲しい。楽しいトレッキングルートを是非実現して欲しい。な

雲仙古湯地区整備構想雲仙古湯地区整備構想雲仙古湯地区整備構想雲仙古湯地区整備構想

１１１１．．．．南北南北南北南北をつなぐもうをつなぐもうをつなぐもうをつなぐもう一本一本一本一本
のライフラインののライフラインののライフラインののライフラインの整備整備整備整備・・・・・・・・

→→→→国道国道国道国道のののの迂回迂回迂回迂回

２２２２．．．．旧国道旧国道旧国道旧国道のコミュニティのコミュニティのコミュニティのコミュニティ
道路化道路化道路化道路化

３３３３．．．．寺寺寺寺のののの馬場地区馬場地区馬場地区馬場地区のファのファのファのファ

サードサードサードサード改修改修改修改修

４４４４．．．．閉鎖閉鎖閉鎖閉鎖ホテルホテルホテルホテル敷地敷地敷地敷地のののの有効有効有効有効
利用利用利用利用

ⅡⅡⅡⅡ．．．．もうもうもうもう1111本本本本のライフラインでのライフラインでのライフラインでのライフラインで
フェールセーフなフェールセーフなフェールセーフなフェールセーフな街街街街にににに

絹笠山を
往年のサンセットヒルにしよう

絹笠山を往年のサンセットヒルに

・・・・頂上周辺頂上周辺頂上周辺頂上周辺のののの通景伐採通景伐採通景伐採通景伐採

・・・・頂上頂上頂上頂上へのルートへのルートへのルートへのルート要所要所要所要所要所要所要所要所でのでのでのでの
休憩地休憩地休憩地休憩地づくりとづくりとづくりとづくりと周辺周辺周辺周辺のののの通景伐採通景伐採通景伐採通景伐採

Ⅲ．親しみやすい

トレッキングルートづくり
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かなか林野庁さんが厳しい事をおっしゃっているようだが、これはお百度踏んででも実現する

価値があるのではないかと私は切にそう思う。このサンセットヒル、昔はヨーロッパの方々が

来て、ヨーロッパの景色だなと草原の気分を楽しんだ、夕日を楽しんだという事だが、それを

もう一度取り戻したい、取り戻して欲しいということである。頂上の周辺の通景伐採、頂上へ

のルートの休憩所での通景伐採というものを是非お願いしたい。 

それからもう１点、雲仙地域は標高 700ｍの盆地で非常

に手ごろな大きさであり、皆が一丸となってやれば出来る。

そんなに壮大な広さでないので是非快適な街にして欲し

い。今でも快適だが、もっと快適にできるはず。夏は涼し

く冬は暖かいし、先程からおっしゃっている燗付け一元化

が実現すると、お湯が色々な所で利用でき暖かい冬が過ご

せる。そうすることによって、長期滞在したくなり、長期

滞在したらここに住んでしまおうかとなるのではないか。

そうなれば住みたくなる街 NO1 の雲仙地域になれる。23 年後、プラン１００の目標年次だが、

沢山の人や高齢者が、ここに移住したくなるそういう街になって欲しいなというのが私の願い

である。それに向かって、地域づくり委員会の方にはぜひ頑張ってほしい。 

 

 

 

【元長崎県自然保護課長、元環境省長官官房審議官、元財団法人国立公園協会理事長 瀬田信哉氏】 

 

街並みの話、街並みを改善していく事も含めて、先程の大渡

さんの話は的確である。ただそうしていく時に、バイパスとお

っしゃったが、「もう一つの道」といった方がいいかもしれな

い。国道が変わってこうゆう古湯の所が、人が車に脅かせられ

ないで歩ける、そういう通りになる事を現実のものにするとす

れば、雲仙という事だけではダメで、島原半島全体の問題とし

て考えなければならない。その方法については、雲仙プラン１００に対するメッセージという

ことで示しているのでご覧いただきたい。 

ＮＨＫのＢＳで火野正平さんが自転車で九州を周っている番組があるが、その中で手紙があ

って紹介しており、熊本の人が、雲仙に落ちる夕日、あるいは雲仙をシルエットにした風景が、

匂いが忘れられないと書いてあり、そこに訪ねていくという事をやっていた。ここに２つの絵

がある。雲仙と島原半島の風景で

あるが、これらは雲仙を眺めてい

るもので、雲仙は、行くだけでは

ない、そこにある周りの風景とい

うものを見るものだということで

この浮世絵が描かれている。 

Ⅳ．雲仙を桃源郷にする

・雲仙は、平地より４～５度低く、夏涼しい。

・冬も、温泉や地熱利用で暖かい別天地にす
る。

・避暑地であり、避寒地になる。

・長期滞在型観光地となる。
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1981 年５月、鯨岡環境庁長官が雲仙に来られて、いわゆる第一世代の方から、色々な陳情

や意見について皆さんからの話を聞いた。それがちょうど 30 年前。それから 30 年、今、若い

世代いわゆる今回のワーキンググループの方々が色々なレクチャーをし、あるいはワークショ

ップをしている。30 年前の頃から考えると、もう第三世代の世界で動いており、こういうワ

ークショップも 30 年前ではまだ形になってなかった。島原半島を半島法でいうと４市、いわ

ゆる雲仙、南島原、島原、諫早市の一部が半島法で言う半島になっている。さきほど、熊本の

人が雲仙岳からの夕日がすばらしいと言っていたという話をしたが、私はこの島原半島の千々

石からあがっていく所の棚田からの眺めが素晴らしいと感じている。一方の棚田はブータン、

バリのものであり、つくりの違いはあるが、何が共通

しているかといえば見下ろせる、視界がひらけている

ということ。人がこれを作って維持するという事をし

てきた。これが人と自然の関わりの産物であり、いわ

ゆる人の側が自然に対してなすべき事はこういう事で

あろうと思う。それぞれの自然の姿、そこに人が関わ

った時にこういう風景ができてくる。ところがほとん

どの人はそういったことに関心なく車で走りすぎてし

まう。そこの所が分かっていれば、島原半島、雲仙に泊る人達に「こんな魅力がありますよ、

もう一泊して里の方に下りてみませんか」という薦め方ができるのではないか。 

島原半島に 32 基の石橋があるが、以前案内しても

らったが、案内の人と一緒に一生懸命に地図を見な

がらこういう石橋を捜し歩いた。こうした案内も出

来る。プラン１００の発表では、白雲の池にボート

を浮かべ、あるいはサイクリングをしてといった若

い人達が来る雲仙があったが、これから高齢化社会

が進む中で、お年寄りがどんな所を好むか、どんな

所なら行って見ることができるかを考えてあげてほ

しい。 

つぎに、「妻有」という地域の話で、十日町、津南町と合わせて面積で 765ｋ㎡、島原半島

は 465ｋ㎡であるため、約 1.6～7 倍の広がりがあるが、妻有の人口は５万人、島原半島は 14

～15 万人であり人口が集中している。ここで、人と自然での関係は棚田にあったり、あるい

は石垣にあったりするのだが、この妻有の地域には、３年に一度「大地の芸術祭」が開催され

ており、例えばそこに行く

と、駅の所などにも棚田が

あり、この棚田は所有者が

放置してしまったのもの

だが、NPO が「私たちが棚

田を維持します」と言って

引き取り、そこにロシアの
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人が作品を置いて、人が関心を持つところにした。残念ながら、３月の震災でここに地割れが

入り、その後夏に大雨が降るなどして潰れてしまったが、これをボランティアの人達が修復し

健在している。またここは日本でも１、２の豪雪地帯であるが、そうした地域でも元気だとい

うことをお話したい。ここにあるアートだが、

この棚田に係わってきた人達の家族、おじいさ

ん、亡くなった人、そういう人たちのモニュメ

ントがある。この色えんぴつがいっぱいある作

品は、きっと思い出であり、何年か前の子供達

がここでスケッチをしている、そういう故郷が

あるという思い出があるのではないか。通りか

かったおばあさんが話をしてくれて、笑いなが

らアートを指して「私はあれです」と言う。今

までは、誰も相手にしてくれないと思っていた

ところが、こうして住んでいる人自身が一つの生きたアートになることができている。それら

は「越後妻有アートマップ」として作られている。私が素晴らしいなと思ったのは、160 の作

品がここにストックされていて、合わせて路線バスが全部書いてある。道路マップの裏には時

刻表があって、これはつまり地域のマイカーを持たない人達、おじいさんおばあさんでも、こ

のマップを見て十日町に買い物に出て行き、帰りは何時のバスにすると決められる。また適当

に来た人は、どこに行って何をみたいという時にこのマップの時刻表と行き先を照らし合わせ

ていけばいい。こういう地図が島原半島に欲しいのだが、島原半島にはそういった地図はない。

そこが、私が地図をもっと大切にして欲しい、作って欲しいと思う理由である。 

雲仙が国立公園になった昭和９年、「天災は忘れた頃にやってくる」というフレーズで有名

な寺田寅彦さんが「地図をながめて」というエッセイを書いている。その中で、「一枚の地図

から我々が学び得られる有用な知識が、とうてい金銭に換算することが出来ないくらい貴重な

ものである」と言っておられる。そういう正確な地図、そこに地図に色々なメッセージを皆さ

んが置いていく、ジオパークの色々なジオサイトもそうでだが、それだけでなく、そこに住ん

でいる人達、先祖たちが自然に働きかけて作ってきた、作り替えてきた、守ったというような

ものを地図の上に置いて行って欲しい。求めたいのは、必ずしも施設がなくてもちょっとした

アートがあるというもの。これは茂木のサ

ーキットだが、そこの雑木林の中で、期間

限定で 1ヶ月間ぐらいの展覧会が開かれ

た。博物館美術館がなくても出来る、この

ような事も考えてはいかがかと思う。 

雲仙の将来は、子供が住みたくなる島原

半島かどうかにかかっている。今、ＧＮＰ

（国内総生産）に対して、ＧＮＨ（ハピネ

ス）という国内総幸福量ということで、日

本政府も考えましょうとなっている。 
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これはブータンだが、皆笑顔であり、他人を不審に思わない。それだけの気持ちはその人の心

の持ち方かもしれないが、非常に幸福である。町中だけでなく、山の中に居た人達もこうやっ

て私が行った時に近寄ってきてくれる。また、お

じいさんはおじいさんで、桜の下でこうやってま

どろんでいる。こうゆう世界を島原半島で、幸せ

とはＧＮＨという幸せのモデルを島原半島、その

中核である雲仙が音頭を取ってやっていただき

たいと思う。あと 23 年あるが、拙速に動かなく

ても、ゆっくりと時間をとってやって下さい。若

い世代、その次の世代が、こうしたことをやって

いけることを期待している。 
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◇雲仙プラン１００宣言 

メッセージを受け、最後に、今後、「雲仙プラン１００」の実現を通し、地域の再生と国立公園

の再生を目指す「雲仙プラン１００地域づくり委員会」より、「雲仙プラン１００宣言」が行われ

た。 

 

～「雲仙プラン１００宣言」～ 

外国人の一大避暑地や国内有数の温泉地としての賑わいは影をひそめ、雲仙地域は今、観光客の減

少、地域経済の疲弊、景観の悪化、人口の減少といった多くの問題を前に、転換期を迎えています。 

今こそ、力強く新たなスタートをきるため、ここに、国立公園指定１００周年に向け、地域再生と

国立公園再生のための具体的なビジョンと行動計画を「雲仙プラン１００」としてとりまとめまし

た。 

 

地域の一人一人が自らのこととして考え、知恵を出し合い、汗を流し行動するという強い気持ちを

忘れず、オール雲仙で取り組みます。そして、島原半島の地域、産業、立場を越えて相互理解を進

め、感謝と笑顔を忘れず、互いに際だたせる関係を築き、一体となって地域を元気にしていきたい

と思います。 

 

私たちは、自然と人、人と人、地域と地域の豊かな関係を築き、美しく元気な郷土を未来の子ども

たちへ伝えます。 

そして、国内外から人が訪れ、訪れた人も、住む人も、働く人も、みんなが満足度１００％で元気

になれる地域を目指します。 

 

島原半島が、交流、体験、学習のメッカとなり、半島の魅力をめぐる長期滞在が楽しめ、多くの交

流人口を迎え、半島の地場産業が活性化し、暮らしの魅力に溢れた美しく豊かで元気な郷土となる

ため、積極的にその役割を果たします。 

 

国立公園として、島原半島全体の地域振興に活用され、また、島原半島全体で保全再生に取り組む

国立公園となり、地域から求められ支えられ誇りとなりうる「協働型国立公園」を目指します。 

 

国立公園ならではのアクティビティーが充実し、島原半島の魅力を広く紹介し、周遊・滞在へと誘

い、人と地球に優しく、まちと人が輝く「忘れられない」、長期滞在型、国際観光地「雲の上のト

レッキングスパリゾート」を目指します。 
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今日は、未来に向かって走り出すスタート地点です。目指すゴールまでには、多くの皆様のご理解

とご協力が不可欠であり、ともに考え、汗を流し、支えあう仲間が必要です。たくさんの方々と、

情報と思いを共有し、アイデアと意見を交換し、学び、励まし合いながら、今日より明日、明日よ

り明後日と小さな足取りかもしれませんが、決してあきらめず、楽しみながら続けていきたいと思

います。 

 

「つながろう 雲仙温泉！ つながろう 島原半島！つなげよう 未来へ！」 

 

 

◇閉会の挨拶 

最期に、雲仙を美しくする会会長より、閉会のあいさつが行われた。 

 

【雲仙を美しくする会 会長 七條健氏】 

本日、私もワクワクしながらシンポジウムに参加していた。先程、さまざまな方々からメッ

セージをいただき、100 周年を迎える 23 年後、自分はどうなっているのかとちょっと不安に

思ったが、本日の発表を聞いて、100 周年を迎えるまで一生懸命健康であるようにと決意をし

たところである。 

本シンポジウムで、地域の若者が、これだけ熱意を持って雲仙の再生に邁進しようという決

意を述べてくれたことを、先輩として大変嬉しく思っている。雲仙は全国に先駆けて、再生を

果たしていくべき国立公園であろうかと思う。国立公園指定から 75 年経った今日、やはりイ

ノベーション、国立公園としてのイノベーションが必要であると考えている。日本政府も日本

のありようを色々と改革しなければ、構造をかえなければならないと言っているが、国立公園

も地方分権的な発想でそれぞれの国立公園がそれぞれ特色のある国立公園をイノベーション

していく時代であると思う。雲仙がなぜ国立公園になったか、それはここに住む人間と自然が

共生する国立公園であるというテーマを掲げて国立公園の第一号に指定されたと思っている。

ここに住む私達が、この雲仙を、さきほど宣言したような素晴らしい夢をもって新しくイノベ

ーションしていく事が大切であり、本当にウキウキワクワクした。さて、その為には資金が必

要です。さきほど、小俣委員から「七條さんの発言は何回となく聞きましたが、今日の策定委

員会での発言が一番だった」と褒めて頂いた。何が良かったかというと、私が「お金がないの

で、今日ご出席の皆さまから 300 円ずつ頂いて、年末ジャンボ宝くじを買って、何億円かにし
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たらどうですか、それで活動してはどうですか」と、それが一番良かったということであった

ので、シンポジウム、そしてこの後の大懇親会ご出席のみなさんにお願いです。300 円ずつ宝

くじを買うためのご寄付お願い申し上げます。 

冗談はさておいて、本日のシンポジウム、熱心にご教授を賜り誠にありがとうございました。

久しぶりに奥村市長もお出ましを頂き、心より感謝を申し上げます。一年半にわたり、専門委

員の皆さまには献身的に、雲仙にまでお越しいただき色々アドバイスを賜りありがとうござい

ました。そして、ワーキングの皆さん、本当に御苦労さ

までした。身を挺して議論を重ね、立派なマーケティン

グができたが、いよいよ今日からマネージメントが始ま

る。立派なマネージメントをして、100 周年を迎えるころ

には素晴らしい雲仙が形成されている事を念願し、閉会

の言葉とさせていただく。 

 

    

 

＜会場内掲示資料＞ 

シンポジウム会場の隣に開設した「島原半島交流ブース」にて掲示した資料は以下のとおり。各

資料、その詳細については、関連の章を参照のこと。 

 

掲示資料 参照 

雲仙プラン１００策定委員からのメッセージ 第Ⅱ部 １． 

雲仙プラン１００で取り組んだ活動報告 資料６ ５．～６． 

雲仙あるもの探し結果 平成 21年度雲仙天草国立公園
雲仙地域再整備計画策定業務
報告書 

南島原市あるもの探し結果 第Ⅲ部５．（２）３） 

求む若者のアイデア！コンテスト応募作品 第Ⅲ部５．（３） 

写メコンテスト応募作品 第Ⅲ部５．（４） 

島原半島・雲仙地域きっかけづくりモニターツアー 第Ⅲ部５．（５）２） 

 


